
一般国道7号（日本海沿岸東北自動車道） 朝日温海道路

これまでの経緯と現状

参考資料１



道路分科会
東北・北陸地方合同小委員会

【審議内容】
○第1回小委員会の指摘事項
○対応方針(案)の評価

【意見を頂いた内容】
○第1回小委員会指摘事項と
その対応(案)の妥当性

○地域等の意見聴取結果を
踏まえた対応方針(案)の
妥当性

地
域
住
民
等
か
ら
の
意
見
集
約

第1回（H23.9.15) 第2回（H24.1.23）

地域等の意見聴取

○地域住民等の意見聴取

(アンケート)

⇒道路整備の必要の有無

⇒ルート帯案に対する意見

⇒現道活用の可能性に対する意見

など

○ヒアリング調査（企業等）

○地元説明会（5箇所）

○ＷＧ委員による現地視察、

意見交換

(H23.10.12)

道路分科会
東北・北陸地方合同小委員会

【審議内容】
○地域の課題
○政策目標
○整備方針(ルート案）
○地域等の意見聴取の方法
○日沿道ＷＧの設置
○今後の想定スケジュール

【意見を頂いた内容】
○｢地域等の課題｣の妥当性
○｢政策目標｣の妥当性
○｢整備方針(ルート案）｣
の提示ルートの妥当性

○｢地域等の意見聴取｣方法
の妥当性

日沿道ＷＧ

【審議事項】
○第1回小委員会の指摘事項
○地域等の意見聴取方法

【意見をいただいた内容】
○指摘事項に関する対応(案)の
妥当性

○アンケートの対象範囲，周知
方法，期間，進め方，スケジ
ュールの妥当性

○チラシ、アンケート内容の
妥当性

日沿道ＷＧ

【審議事項】
○第1回小委員会の指摘事項
○地域等の意見聴取結果の
とりまとめ

【意見をいただいた内容】
○指摘事項に関する対応(案)
の妥当性

○アンケート結果等の妥当性
○アンケート結果等の「地域等

へのフィードバック方法」

(H23.11.1～30) (H23.12.16)

地域へのフィードバック

○意見募集結果の報告及び

意見受付

⇒ちらしの新聞折込

⇒村上市役所、鶴岡市役所、
道の駅への備え付け

⇒ＨＰに掲載
⇒意見受付を実施

(H23.12.26～)

計
画
段
階
評
価

着
手

（H23.8.24) （H24.1月)

対
応
方
針
決
定

これまでの経緯

都
市
計
画
決
定
・
環
境
影
響
評
価

道路分科会
東北・北陸地方合同小委員会

【審議内容】
○H25年度新規事業候補箇所
の新規事業採択時評価

【意見をいただきたい内容】
○新規事業採択時評価の
妥当性

第3回（H25.4.23）（H24.7.27～
H25.1.18)

計画段階評価
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朝日～温海間の現状と課題について
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朝日～温海間の現状と課題 ①地形の状況

・朝日～温海間では、急峻な地形の中を国道７号が通過しており、急カーブや急勾配区間が多く、冬
期は積雪や圧雪により道路状況が悪化する。

【県境地域の地形状況】

●：急カーブ（曲線半径200m以下）の箇所

急勾配区間（ｉ=4%以上）

0
急勾配連続区間

：4%≦i

【国道７号の縦断勾配】

猿沢 早稲田 塩野町 大須戸 蒲萄 北中 中津原 上大鳥 下大鳥 勝木 府屋 中浜

県
境

鼠ヶ関 早田 大岩川大沢

標高（m）

※急カーブ，急勾配
：走行速度60km/hの道路が満たすべき
道路構造を満たしていない箇所
(カーブの半径200m未満，坂の勾配4%以上)

蒲萄ﾄﾝﾈﾙ 朝日ﾄﾝﾈﾙ 大毎ﾄﾝﾈﾙ
おおごとぶどう

②

冬期の道路状況（村上市大須戸） 冬期の交通事故（村上市大須戸）

①

写真①

写真②
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朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等

越波通行止め区間 越波通行止め区間

事前通行規制区間 事前通行規制区間

・朝日～温海間の国道７号は、事前通行規制区間や災害危険箇所が多数存在。

・国道７号では、越波や土砂崩れ等の災害や交通事故による通行止めが過去１０年間（Ｈ１４～
Ｈ２３）で３０回発生。

・当該区間では、主要幹線道路は国道７号しか存在しないため、通行止め時には、大きな時間的ロス
が生じることから、物流企業等は物資輸送の信頼性に不安を抱えている。

平成24年4月4日

至 酒田

【国道７号 越波状況（府屋地区）】

至 酒田

平成17年8月11日

【国道７号 道路冠水（大須戸地区）】

至 新潟

平成17年8月11日

【国道７号 道路冠水（葡萄地区）】

至 酒田

【国道７号 土砂崩れ（小岩川地区）】

平成18年7月13日平成24年4月4日

至 酒田

【国道7号 通行規制時の渋滞状況】

：越波浸水箇所
：浸水箇所
：土砂崩れ発生箇所
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朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等（豪雨）

・平成17年8月の新潟県下越地域における豪雨により発生した通行規制では、国道345号も同時に
全面通行規制となり、６時間にわたり村上～鶴岡間の交通が断絶。

【豪雨による災害発生状況】

同時刻に規制が発生したため
新潟・山形県境の交通が寸断

（６時間の全面通行規制）

写真
③

国道７号 通行止め区間
平成17年8月11日10:00～16:15

国道345号 通行止め区間
平成17年8月11日8:30～16:00

：H17年8月11日の大雨による通行規制箇所

至 酒田

平成17年8月11日

【国道７号 道路冠水（大須戸地区）】

至 新潟

平成17年8月11日

【国道７号 道路冠水（蒲萄地区）】

写真
①

至 新潟

平成17年8月11日

【国道７号 道路冠水（大須戸地区）】

写真
②

至 酒田

平成17年8月11日

【国道７号 土砂流出（蒲萄地区）】

①

②

③

④

写真
④
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朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等（土砂崩れ）

・平成18年7月に鶴岡市小岩川で発生した土砂崩れでは、平行するＪＲ羽越線も被災し、４２時間も
の全面通行止めを含み、約２週間の通行規制が発生。

① 土砂崩れの発生状況（村上市蒲萄）
平成17年8月11日

② 土砂崩れの発生状況（鶴岡市小岩川）
平成18年 7月13日

【土砂崩れの発生状況】

：土砂崩れ発生箇所

写真②
写真①

至 酒田
至

酒
田

至

新
潟

至 新潟

至 酒田

写真

村上市大沢 通行規制区間
片交 H20年7月8日2:21～17:40

鶴岡市小岩川 通行規制区間
全止 H18年7月13日20:00～7月15日15:20
片交 H18年7月15日15:20～7月26日17:00

村上市蒲萄 通行規制区間
片交 H17年8月11日 9:20～10:00
全止 H17年8月11日10:00～16:15
片交 H17年8月11日16:15～17:15

６



【越波による通行規制状況】

越波による
通行止め

越波による
通行止め区間

越波による
通行止め区間

新潟県

山形県

冬期通行止め

３月３１日より
土砂崩れのため
通行止め

規制時間：約11時間
L=12.5km

規制時間：約6時間
L=5.5km

写真①

写真②

朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等（越波）

・平成24年4月に発生した爆弾低気圧により、県境付近の国道７号で越波が発生。
・約１８ｋｍの区間で全面通行止が発生し、約１１時間にわたり村上～鶴岡間の交通が断絶。この
通行規制による渋滞が発生。

平成24年4月4日

① 越波による漂着物（鶴岡市早田）
平成24年4月4日

② 通行規制による渋滞状況（鶴岡市鼠ヶ関）
平成24年4月4日

： 越波による国道浸水箇所

： 越波以外の通行止め箇所（４月４日時点）

： 津波発生時に孤立する可能性のある集落

至 酒田

至 新潟
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朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等（津波浸水の恐れ）

・県境部における国道７号は、海岸線に面しており津波浸水が想定されているが、朝日～温海間に
おける地域住民の避難経路は国道７号のみ。

・津波被害が生じた場合、国道７号の寸断により、集落が孤立する危険性がある。

※各県の津波浸水想定図より国道７号浸水箇所を抽出
※国道７号標高は国土交通省michiシステムの値を使用

資料：新潟県津波浸水想定図（H20.4）
山形県津波浸水域予測図（H24.3.7）

国道７号 鶴岡市早田

：国道７号 標高

：津波浸水想定区間

：津波発生時孤立集落

【県境地域の津波浸水想定区間】
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標高(m)

(kp)

府屋 中浜 鼠ヶ関 早田 小岩川 温海

山 形 県新 潟 県

津波浸水想定区間
９区間

浸水時には
集落が孤立

大岩川

写真
位置

標
高
（m）

新潟県

山形県

： 越波浸水想定区域

： 津波発生時に孤立する可能性のある集落

至 酒田
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朝日～温海間の現状と課題 ②防災・災害時の救急活動等（雪害）

・ 国道７号の山間部は豪雪地帯であり、雪崩や除排雪による通行規制が年平均10回・約80時間※

発生している。 ※ H15.1～H25.1の過去10年間の集計値

② 雪崩の発生状況（村上市中津原）
平成18年2月15日

① 道路堆雪の除排雪・雪庇処理による交通規制
（村上市蒲萄）

写真②

写真①

： 雪崩発生箇所

： 除排雪作業による通行規制箇所

： 集落
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朝日～温海間の現状と課題 ③交通事故

・朝日～温海間では、大型車が通過できる幹線道路は国道７号だけであり、国道７号沿線に形成さ
れた集落内を大型車が通過している。

・平成20年8月に発生した朝日トンネル内の事故では、約８時間にわたり全面通行止めとなり、村上
～鶴岡間の交通が断絶した。

③ 国道７号 朝日トンネルの事故
平成20年8月5日

出典：H18-H21 ITARDAデータ

② 狭隘な現道を通過する大型車
（村上市蒲萄）

【交通事故の発生状況】

写真③

写真②

① 民家に突っ込む大型ﾄﾗｯｸ（村上市早稲田）
平成16年8月11日

： 死傷事故率100件/億台km以上箇所

： 事故による通行規制箇所（H15～H25）

： 事故による渋滞長観測地点

： 集落

写真①

【国道７号 朝日トンネル事故】
Ｕターンできない大型車の開通待ちで、
最大５ｋｍの渋滞が発生（山形方面）
通行止め期間 平成20年8月5日14:55～22:45

国道７号
朝日トンネル
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朝日～温海間の現状と課題 ③交通事故（冬期の交通障害）

・朝日～温海間は、急勾配区間があり、冬期間ではスリップや登坂不能等よる交通障害が発生。
・冬期間は、車道幅員が狭くなり、歩行者が車道を通行するなど、無雪期よりも危険な状況となる。

② 車道を通行する歩行者（村上市蒲萄）① スリップ事故による車道閉塞（村上市大須戸）
平成21年12月21日

【冬期間の交通状況】

【国道７号の縦断勾配】

0
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0
急勾配連続区間

：4%≦i

猿沢 早稲田 塩野町 大須戸 蒲萄 北中 中津原 上大鳥 下大鳥 勝木 府屋 中浜

県
境

鼠ヶ関 早田 大岩川大沢

標高（m）

写真②写真①
●：事故発生箇所
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・新潟・山形県境地域では６０分で第三次救急医療施設に到達できない地域が広く分布。
（村上市、鶴岡市の人口20.5万人に対して、圏域外人口は約1.3万人。）

第三次救急
医療60分圏域

第三次救急
医療施設

県境部付近で
60分で病院に
到達できない地
域が広く分布

＜アンケート※で寄せられた意見＞
・国道７号が災害や事故になると寸断される
ので、救急搬送も出来なくなる

朝日～温海間の現状と課題 ④救急医療施設への速達性

※ 日本海沿岸東北自動車道「朝日まほろばIC（仮称）～温海IC」間における
新たな高速道路の計画に関する意見募集アンケート （Ｈ２３．１１）

【新潟・山形県境地域の第三次救急医療施設60分圏域】
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